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 線状体動脈の鰯性に関'ナる実験的研究
 大脳基底核は脳血管障害の好発部位であり,該部に分布する動脈の中線状体動脈群はchar-
 Cot以来脳比血動脈としてしられている。本動脈の解剖学的特性として中大脳動脈の大きい主幹
 から分れて急に小さい分枝に絡頭,その末梢板間には皮質動脈にみるごとき動脈間吻合はみられず,
 所謂機能的終末動脈であること,又主幹から分枝ずる際血流方向とは逆に逆行性分枝をなすこと等
 が荘i目される01956年,勝木等は入脳血管の合成樹脂鋳型標本の作製に際しレ脳幹窪通枝特に
 愚状体動脈,一部視床動脈等に沿いてしばしばその末梢に直径1～5篇の球状物の形成をみとめ,
 これは標本作製時血管破綻による・樹脂液の管外漏出に由来すると:考えた。一方,諏訪らは同じく合
 ・成樹脂鋳型標本の観察から動脈系循壌動態を形態学よ多分析し,線状体動脈群の血圧勾配は皮質動
 脈に比し甚だ急峻であることを理論的に証明した。線状体動脈群のかかる形態学的並びに機能的特・
 異性は生理的には急激友血圧の上昇による障害を予防し,血流を均等化する→種の防禦機構の役目
 をなナものとみなされるが,他面,諸種病態時には血行力学的に該動脈の脆弱性を推定させるもの
 てあ匂,特にこの部に脳血管性病巣が多発し易レ藩実に鑑み,興味ぶかい。著者は家兎に実験的脳
 塞栓を作成しMicroangiograPhyを用いて線状体動脈群の脆弱性を検討し,特に脳、
 血管障害の発生との関連機序に関し考察した。
実験方法
 体重5Kg前後の正常家兎8頭及び墨汁加凝血細片注入法によめ作成した実験的脳塞栓家兎ろ9頭
 についてサ教室奈良の報告せる術式により脳血管のMiCroangiogτaPhy'を施行した。
 即ち造影剤として微粒子硫酸バリウムゾルを用い,上行大動脈よ診注入し.終了後直ちに脳を摘出
 し,て日%Forma1エn溶液に48時間固定後,最初脳全体,次いで厚さ窪瀟の連続切片を作
 成し,夫々超軟X線装置を用いて撮影した。線状体動脈群の脆弱性は,一定条件下で造影剤を注入
 し剤祭,レ線写真上造影剤の管外漏出の有無及び病理組織学的所見によって検し,特に脳病巣と比
 較検討して,実験的に造影剤漏出を来す諸因子を追求した。
実験成績
 1.正常家兎では,生理圧及び生埋圧以上500灘Hgまでの恒圧で造影剤注入を行っても、
 MicroaIIgiograIn所見上造影剤の管外漏出所見はみられなかった。
 2・脳塞栓家兎では約半数に寿いで特に線状体動脈の末梢に造影剤の管外漏出をみとめ,病理組
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 織学的にも確認された。
 五造影剤漏出は生理圧注入によってもみられるが,概して高圧に攻るに従い漏出の頻度が高ぐ,
 注入圧250囎H9では最も高率であった。
 魂造影剤漏出と臨床症状及ぴ生存期間との関係では,実験的脳塞栓作成後中等度或いは軽度の
 症状を来たして48時間生存後屠殺した例で鐙も漏出が多く,、2.4時間後屠殺例これにつぎ,一方
 重篤左症状を呈して短時間障自然死をみたものでは漏出はみられなかった。
 5肉眼的脳病巣の発生率は6丘7%であり,その中大脳基底鞍部は42,4%で,最も高塞であ
 った。
 5造影剤漏出と脳病巣との関係では,基定核部病巣が40%で最も多くレ又病巣の性状との関係
 では出血性軟化のみ攻らず⇒白色性軟化にもみられた。
 Z造影剤注入圧と脳病巣との関係では病巣の性状を問わず,高圧になるに従って漏出の傾向が
 大であった。
 a脳病巣の病理線織学的所見として神経細胞及び神経線維の崩墨溶解,これによる空胞化等の
 軟化所見の他,約半数に出血性浸潤がみられたが.造影剤漏出は必ずしも出血巣に限らず,白色軟
 化巣にもしぱしばみとめられた。病巣部血管の組織切片標本の観察では明らかに血管の破綻による
 造影剤の管外漏出がみとめられた。
 以上,実験的脳塞栓家兎のMiCroangi89raPhyに於ける大脳基底核部の造影剤漏
 出を来たす諸因子について検討したが,これらを総括すると量中等度の症状をもって発病し,24
 時間ないし48時間生存後屠殺した例に250膿Hgの注入圧でMiCrOangiograp一
 並yを施行した場合最も高牽にみとめられ,而も線状体動脈の末梢傾城に著明であった。正常家兎
 では,ろ0肋餌H9の高圧注入に論いてもかかる現象はみられなかった。造影剤漏出の原因は多く
 は10～100μ大の細小動脈の破綻に由来するものと、憩われ,この点さきに諸家の報告せる線状
 体動脈の形態学的及び機能的特異性からみて,該動脈の選択的脆弱性を立証するものであり,大脳
 基底核部に脳血管性病巣が好発し易い臨床的事実と何らかの関連があるものと考えられる。
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 審査結果の要旨
 大脳葦底俵は脳血青障害の好発部位であり,該部に分布する動脈の中線状体勅1風洋はchaτco七
 以来脳出血動脈としてしられている。
 本動脈の解剖学的特性として中大脳動脈の大きい主幹から分れて急に小さい分枝に終り,七の末
 梢枝職⊂は皮質耐1脈にみ・るごとさ重ナ1脈間吻合'はみられず,所謂機能的終末動f派であること,又主幹
 から分岐する際血流方向とは逆に所謂逆行性分枝を在すこと算注目される。
 1956鯖勝木らは人脳血管の合成樹脂鋳型標本の作製に際し,脳幹穿通枝特に線状飾臼1脈,
 ～部視床動脈導に撫いてしばしばその末梢に直径1～5礁の球状物の形成をみとめ,これは標本作
 製時1血管破綻による樹脂液の管外漏出に由来すると考えπ。一方,諏訪らは同じ(合成樹脂鋳型標
 本の観察から勅版系循環動態を形態学より分析し,線状体働脈群の血圧勾配は皮質動脈π比し甚だ
 急1唆であることを理言禽唐勺に証明した。
 線状体静脈群のかかる形態学的並ひに機能的特異性は生理的には急激な血圧の上昇による瞳審を
 予防し,1酸流を均等化する一種の防禦機構の役目をなすものとみ左されるが,他面,諸種病態時には
 血行力学的に該動脈の脆弱性を推定させるものであり,特にこの部に脳血管性病巣が多発し易い事
 実に鑑み,興味ぶかい。
 藷者は家兎匠実験的脳塞栓を作成し,MlGroangiOgr&pbyを用いて線状体動脈祥の脆弱性
 を検討し,特に脳血管瞳害の発生との関連機序π関し考察し1こ。即ち実験的脳塞栓家兎の
 MicrOang上Ograpbyに於ける大脳麹珪該部の造影剤漏出を来アτす諸因子について検討し1こ結
 襲を総括すれば,中等度の症状をもつて発病し,24時間ないし48時間生存後屠殺しアこ例に25G
 鷹且9の注入圧で狙。τoangiOgraphyを施行した場合最も高塾にみとめられ,而も線状体司1
 脈の末梢領域π著明であっ1こ。正常家兎では500潤'Hgの高圧注入泥むいてもかかる現象はみら
 れなかつπ。清影剤漏出の原閃は多くは1の～10eμ大の細小動脈の破綻に由来するものと、醤わ
 れ,この点さ菖に諸家の報告せる線状倣動脈の形態学的及び機能的特異性からみて該動脈の選択的
 脆弱性を立証するものであり,大脳基底骸部に脳血管性病巣が好発し易い臨床的事実と何らか関連
 があるものと考えられると述べて居り,本論文は学位論文に値するものと考える。
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